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はじめに

かつては,城主は山の下の館に居住し,城は非常時に立て籠もる施設であるという従来の教科書的イメ

ージと中近世考古学の未認知から, トレンチ調査のみで終了した例もあった城館跡の発掘調査は,県内埋

蔵文化財調査組織の充実,高速道路建設等の増加等により1980年代後半以降は県内中世遺跡の大規模発掘

調査が増加し,台地城郭上でも生活を営んだ痕跡としての良好な資料が蓄積されつつある。同時期に深化

した陶磁器編年と突き合わせる中で,筆者も含めた県内また東日本の中世史研究者の間では,文献上或い

は縄張構造上は天正18年 (1590)ま で機能したと考えられる城でも,遺物特に瀬戸美濃窯製品は16世紀後

半のものが少ないことをどう解釈するかという疑間が生じていた
(1)。 それについては,常駐 しない城

(砦)や漆器等木製品の存在が想定されると共に,編年別の遺物量からその遺跡のピークを示すことが通

常行われてきた。

しかし,こ こで注意すべき点は,各種類・産地の陶磁器編年の各期間や生産 。供給量は一定ではないこ

とである。例えば,瀬戸 。美濃製品は古瀬戸後期Ⅳ期新段階から大窯 1期 (1460年頃～1530年頃)の出土

量は他期を凌駕しており,16世紀後半の減少は畿内の都市や織豊系城下町に大量供給されたことが一つの

要因と推測されている
(2)。 また,共に搬入されたと推測される常滑甕は10型式 (15世紀後半)が突出し,

11,12型式 (16世紀代)は減少している。こうした点から,筆者は遺構 。遺跡の性格や地域の違いによる

出土遺物のセット関係に流通量を加味した再検討が必要とした
(3)。

そこで,本稿は,小野正敏氏のリードにより90年代以降普及しつつある各遺跡出土中世陶磁器・土器の

破片数集計
(4.5)を
改めて集成或いは数え直して基礎資料を作成して概観したものであり,(財)千葉県文

化財センターによる 8遺跡の調査成果を主とし,参考として他機関の調査による 4遺跡 (4~R本城跡・生実

城跡 。一宮城跡 。中馬場遺跡)を加えたものである。

分析の方法は,基本的には接合後の破片数を集計したが,数量が報告書非掲載のものについては,改め

て資料調査したものも実測図・写真等から判断したものもある。また,各報告書等の遺物分析方法の違い

については,例えば全て編年に合わせた数量ではないので,短期に収まる部分については前後の編年に案

分し,長期に亘るものについては例えば「瀬戸美濃後期様式」 。「大窯期」或いは「不明」とした。実見

後,報告書掲載の編年 。年代観等を改めたものもある。よって,各数値は今後も若干の変動があり得る。

また,漆器類については,湿地以外では残存していないので今回は加えていないが,鎌倉等では重要な割

合を占めていることからも,今後は無視はできない。

各編年については,中世前期貿易陶磁が横田・森田氏 (6),中 世後期の自磁が森田氏
(7),青磁が上田氏

(8),染付をはじめとした全般の年代観が小野氏
(9'0,瀬戸・美濃窯が藤澤氏 °

1～り,常滑・渥美窯が中野

氏 l151の 成果による。瀬戸・美濃窯の古瀬戸後期Ⅳ期新段階の資料は県内中世城館で最も多く出土してい

ることから,画期となるものと考えて古段階とは分けて集計し,大窯各期については前半
。後半の区分が

されてないものも多く有効データを減らすことになるので一括した。
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2.分 析対象遺跡 の概要

各遺跡の概要は,基本的にはそれぞれの報告書や論考の他,『千葉県の歴史』°°によるものであるが ,

100m2ぁ たりの遺物点数については,今回提示するものである。

(1)中世前期 (12世紀後半～14世紀前半 I期 )

鋸南町下ノ坊遺跡 °つ (第 1図) 1町 程に推定される堀に囲まれた空間に掘立柱建物跡や井戸が検出さ
れ,12世紀後半から14世紀後半の在地領主の館跡 (政所)に推定される。調査面積4,900m2,中世陶磁器

類73点で100m2ぁ たり1.5点である。

君津市外箕輪遺跡 °° (第 1図) 当地区では (財)千葉県文化財センターと (財)君津郡市文化財セン
ターが調査しているが,各地点で若千様相が異なるため,本稿ではとりあえず前者のみを対象とした。沖

積微高地の条里地割に規定された農村及び一般農民層の屋敷地に推定される。調査面積2,400m2,中世陶

磁器類45点。1.9点 /100m2でぁる。ちなみに後者調査区は,多 くの掘立柱遺物跡や鎌倉に近い高級陶磁器

類の出土から,有力農民層或いは在地小領主層の屋敷地に推定される。

木更津市芝野遺跡
°・ 20 沖積微高地に掘立柱建物跡や井戸が検出され,12世紀後半から15世紀前半の

小百姓 。小作人層の屋敷地に推定される。調査面積8,100m2,中 世陶磁器・土器266点 ,3.3点 /100m2でぁ

る。

(2)中世中期 (14世紀後半～15世紀中葉 Ⅱ期)
袖ケ浦市山谷遺跡

Q'2カ  台地上を通る通称「鎌倉街道」の中近世道路とそれに沿って検出された「市」
として紹介されたが,全体としては12世紀後半から15世紀中葉の街村 (宿 )に推定される。調査面積
18,200m2,中世陶磁器・土器1,173点 ,6.4点/100m2でぁる。

袖ケ浦市荒久 (2)遺跡 は'20(第 2図) 居住域,倉庫 。作業域,墓域からなる台地上の集落で,寺院
門前に開けた「宿」に推定される。調査面積7,840m2,中 世陶磁器・土器1,013点 ,12.9点 /100m2でぁる。

光町篠本城跡 °° ((財)東総文化財センター調査) 中世前期の在地小領主層の屋敷や墓地が15世紀段
階で堀で区画され,斜面に腰曲輪等が造成され,城郭化したものと推定される。周辺の谷津や台地上では

城部より小規模な掘立柱遺物跡や貧相な遺物様相から推測される一般的集落が検出され,階級的な差異が

窺える。調査面積29,300m2,中 世陶磁器・土器1,032点。3.5点 /100m2でぁる。

印西市小林城跡 °'20 15世紀に築城され,その後周囲に腰曲輪等を造成されたものと推定される。16

世紀代の遺物は殆ど検出されなかったが,虎回の 3度の改造や破城行為と見られる空堀の埋め立て等から
16世紀代は常駐しない城として機能したことも推定される。調査面積の内,台地上では3,500m2,中世陶
磁器・土器785点。22.4点 /100m2でぁる。

(3)戦国前期 (15世紀後半～16世紀前葉 Ⅲ期)
木更津市笹子城跡 °'2● (第 3図) 近世初頭の軍記物『笹子落草紙』によると,真里谷武田氏一族武田
信茂の城であったが,天文12年 (1543)前後の一族内乱により,後北条氏や里見氏も加わって落城したと
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遺跡と久留里往還(推定鎌倉街道)
迅速浪1図原図 1881(明治14)年
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第 3図  15世紀後半～16世紀半ばの城 (笹子城跡)
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中世房総における陶磁器類の流通・消費動向

伝えられる。調査区は広大な丘陵城郭の縁辺部で,数度の空堀の造り変えは曲輪面積を拡張する方向で行

われ,多 くの建物跡や遺物は生活感に富んだ集落的様相である。遺物は15世紀後半から16世紀前葉に集中

する。調査面積9,900m2,中 世陶磁器・土器3,833点 ,38.7点/100m2でぁる。

四街道市北ノ作遺跡・
° 鹿島川方面に突出した台地先端部に占地し,小規模な館跡から周囲に腰曲輪

や横堀 。障子堀を造成した形跡がある。郭内の大規模井戸は全国的にも希有な例である。遺物は15世紀後

半から16世紀初頭に中心がある。調査面積は斜面部も含めて8,740m2でぁるが,遺物が出土した台地上や

腰曲輪は4,000m2。 中世陶磁器 。土器534点。13.4点 /100m2でぁる。

(4)戦国後期 (16世紀中葉～末 Ⅳ期)

千葉市生実城跡
°9~・ )((財)千葉市文化財調査協会調査) 下総国と上総国の境近辺でもあり,近辺の

浜野に良好な湊を持った当地域は原氏と武田氏の攻防の舞台となり,原氏がもう一つの小弓城を奪還した

後に当城を築いたとされるが,小弓公方が居城した小弓城も実は当城ではないかとも推測される。近世に

は森川陣屋が築かれる。調査はほぼ外郭部に相当するが,15世紀後半を中心とする集落や墓地が検出され

て宿的様相でもある。調査面積15,200m2,中世陶磁器 。土器6,214点 ,40.9点/100m2でぁる。

一宮町―宮城跡 °430(_官市教育委員会調査) 史料上では16世紀中葉以降勝浦正木氏の拠点となり,
第 2次国府台合戦 (1564年 )以降は後北条氏方,1577年里見 。後北条氏和睦の頃以降天正18年 (1590)ま

では里見氏重臣が入部し,近世には陣屋が築かれている。調査は主郭内で敷かれた玉石から庭園が推定さ

れる。遺物群も16世紀中葉が主体である。調査調査面積4,400m2, 中世陶磁器・土器 1,045点 ,23.8点 /
100m2で ぁる。

柏市中馬場遺跡 (第 4次 )°43● (柏市遺跡調査会調査) 手賀沼の西端部付近に位置する根戸城跡に近
接した台地上で検出された大規模集落域であり,堀 を伴う館とその周辺の15世紀から17世紀の屋敷地群で,

町屋に近い可能性も考えられる。調査面積38,300m2。  中世陶磁器 。土器2,715点。7.1点 /100m2でぁる。

3.各 遺跡出土陶磁器・土器の組成

本章では,各遺跡の出土陶磁器 。土器について,ま ず種類 。産地別組成を,次に各種類・産地の編年別

組成を,最後に各種類・産地の器種組成を比較したい。各遺跡の主体となる時期は,12世紀～14世紀につ

いては2時期に区分されることが多いが今回は分析対象資料点数が少なく様相の変化も少ないので 1時期

とし,15世紀後半～16世紀末については城館跡を主とした連続する遺跡も多く, 1時期として一括される

例が多い (4,5,30が,政治的変化も加味して『研究紀要20』 (1)の区分同様敢えて 2期に区分した。

(1)種類・産地別組成 (第 1・ 2表,第 4・ 5図 )

白磁,青白磁 。青磁,染付,その他の貿易陶磁,瀬戸・美濃,常滑,その他の国内窯,土器の 8区分の

組成を比較した。青白磁は本来白磁に含まれるが,多様な器種を有する点で青磁に含めた。

①中世前期 (I期)貿 易陶磁の出土量は,館 (下ノ坊遺跡),一般農民屋敷 (外箕輪遺跡),下層農民
屋敷 (芝野遺跡)の順に低下する。瀬戸美濃はほぼ同じであるが,若干増加する。常滑は外箕輪遺跡で少

―-394-―
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ないが,耕地部分が主体で建物域の調査面積の少なさによると考えられる。土器類はカワラケであるが ,

外箕輪遺跡の廃棄儀礼に関連する可能性の井戸跡出土カワラケの多さが割合を上げている。

②中世中期 (I期)瀬 戸・美濃は街村 (山谷遺跡),門前集落 (荒久遺跡),土豪層の屋敷群・城郭

(篠本城跡)の順に多くなる。貿易陶磁は篠本城跡で若千多い。常滑は山谷遺跡で大きな割合であるが ,

中世を通じて片口鉢が多く,街道沿いの街村 (宿)で流通関係または畑作等の生産に関連する可能性も考

えられる。また,土器は山谷遺跡に少なく,カ ワラケと土器橘鉢により小林城跡が突出しており,同城跡

ではその分他の割合が少なくなる。

③戦国前期 (Ⅲ期) 笹子城跡は真里谷武田氏一族の大規模城郭,北ノ作遺跡は本来は在地小領主層の

館から千葉氏の本佐倉城の支城と化したものと考えられるが,各陶磁器の割合は大きな違いは見られない。

ただ,笹子城跡は染付 。白磁製品の割合が多いことから,領主に近い階層 (家臣団)が推定され,周辺の

集落が移動してきたとは考えにくい。

④戦国後期 (V期) 生実城跡は15世紀後半から16世紀末まで続くが,遺物量は15世紀後半が主体とな

るため,笹子城跡と同様な傾向を示す。ただ,カ ワラケが少ないのは外郭部に位置することが関係する可

能性がある。一宮城跡は16世紀後半が遺物の主体となり,染付・白磁が多く瀬戸美濃の割合が低い。15世

紀後半から16世紀の集落 (中馬場遺跡)では,貿易陶磁が少なく,土器 (橋鉢)が多い傾向である。

(2)編年 (時期)別組成

型式等の編年が判別する口縁部等が残る破片数であり,不明なものはグラフには現れていない。よつて,

グラフは量的にはやや実際の概観とは異なる。例えば瀬戸・美濃製品の碗・皿類でも胴部であれば編年の

細分は難しく,破片が多くてもグラフには現れず,大型品である常滑甕等はさらに多く出土している。詳

細は第 1・ 2表を参照いただきたい。

①貿易陶磁器 (第 4・ 6図 )

I期中心の遺跡 下ノ坊遺跡,外箕輪遺跡では,13世紀の自磁碗 。皿,龍泉窯系青磁碗 (B類中心)が

若千量出土している。館跡の下ノ坊遺跡では書1花文碗 (A類)も 見られ,階層性を示す様である。

I期中心の遺跡 山谷遺跡 。荒久遺跡では, I期の遺跡同様の傾向であるが,やや量が多い。これは農

村と宿・街村の差が現れている可能性があろう。さらに,4~R本城跡では,中世前期のものが主体だが,自

磁皿B群や青磁稜花皿等15世紀から機能する小林城跡 。笹子城跡等の城館跡で出土する類の資料も多い。

Ⅲ期中心の遺跡 笹子城跡では,自磁皿B群に加えて皿C群が若千加わり,青磁は稜花皿が多くを占め,

更に染付が登場する。染付皿はBl群が多く,C群・B2群 も少量の出土が見られる。

Ⅳ期まで続く遺跡 生実城跡は,笹子城跡同様15世紀以降の貿易陶磁器が少量ずつ見られ,若干染付皿

E群が多い。一宮城跡は自磁皿 C群が突出し,青磁は少量,染付皿はBl群よりC群が多く,E群 も若干量

見られる。

②瀬戸。美濃 (第 7図 )

I期中心の遺跡 下ノ坊遺跡,外箕輪遺跡,芝野遣跡では僅かな量である。そもそも瀬戸窯の当時期の

生産は高級品が主体であり,蔵骨器や経筒容器に使用される例が多いので当然ではある。

I期中心の遺跡 いずれも,古瀬戸中期から若千量がみえ,古瀬戸後期後半を主体とし,大窯 1期 (15

世紀末から16世紀初頭)も若千量が出土している。
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中世房総における陶磁器類の流通・消費動向

第 1表 千葉県内中世遺跡出土陶磁器組成表 (1)
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中世房総における陶磁器類の流通・消費動向

第 2表 千葉県内中世遺跡出土陶磁器組成表 (2)

第 4図 主要貿易陶磁器の分類 (S=1/5)
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中世房総における陶磁器類の流通・消費動向

Ⅲ期中心の遺跡 笹子城跡 。北ノ作遺跡共,後Ⅳ期新段階が中心で大窯 1期 に若干減少するが,以降は
極端に減少する。笹子城跡は僅かに古瀬戸後期の遺物を含むが,優品として伝世したものと見られる。

Ⅳ期まで続く遺跡 生実城跡は笹子城跡・北ノ作遺跡同様,後Ⅳ期新 。大窯 1期が主体であり,笹子城
跡同様古瀬戸前期から後期のものが微量ずつ見られるが,大窯 3期 (16世紀後半)。 4期 (16世紀末)も

少量あり近世へ連続する。近世への連続は中馬場遺跡も同様で,中世を通じて平均的に出土している。一

方,一宮城跡は後Ⅳ期新段階から大窯 3段階までの短期で少量しか見られない。

③常滑 (第 8図 )

I期中心の遺跡 下ノ坊遺跡,外箕輪遺跡,芝野遺跡共, 6型式期 (13世紀後半)が主体であり,若干
8・ 9型式 (14世紀前後)も存在する。

I期中心の道跡 山谷遺跡・篠本城跡は中世前半から相当量が見られ, 9・ 10型式 (15世紀代)が主体
であるが,以降は皆無となる。小林城跡は 7～ 9型式,荒久遺跡は 9。 10型式のみである。

Ⅲ期中心の遺跡 笹子城跡は10型式が殆どであるが,北ノ作遺跡は全体量が少量で型式は不明である。
Ⅳ期まで続く遺跡 生実城跡 。中馬場遺跡は中世全般を通して出土している。一宮城跡では, 8型式以
降少量出土しているが,笹子城跡等では見られない12型式 (16世紀後半)の資料が出土している。いずれ
にしても11・ 12型式の資料は,瀬戸・美濃大窯 3・ 4同様,千葉県内では少量である。

(3)器種構成  (第 9・ 10図 )

碗・皿は食膳具,大皿 。鉢は主に調理具,壺 。発は貯蔵具,その他は香炉等の仏具他に相当する。本来
大皿は食膳具,鉢は調理具であるが,必ずしも限定できないと考える。
I期中心の遺跡 下ノ坊遺跡・外箕輪遺跡共,碗 。皿は貿易陶磁とカヮラケであるが,下ノ坊遺跡の井
戸跡から漆器皿が 1点出土しており,鎌倉の様相からも木製椀・皿が食膳具の一部を占めていたことが想
像できる。大皿・鉢は常滑の片口鉢,壺 。甕は常滑を主体とし渥美が少量入る。なお,外箕輪遺跡はカワ
ラケが多く,鉢・壺・甕は少量である。これは同遺跡の調査面積の少なさと井戸の覆土資料が主体という
遺構の制約に関係するものと考えられる。芝野遺跡は15世紀前半まで存続することからも,瀬戸・美濃製
品が若干増える。

I期中心の遺跡 I期に較べ瀬戸・美濃窯及び在地土器の器種が増える。これは瀬戸・美濃窯は生産量
の増加した古瀬戸後期になるので当然ではあるが,搬入陶器に影響された在地土器として,揺鉢 。内耳鍋
が登場すること,東海系羽釜も若干入ること等がある。ところが,山谷遺跡は常滑製品の占める割合が突
出し,瀬戸・美濃食膳具やカワラケは少ない。また篠本城跡は瀬戸・美濃窯の皿が多いが,こ れは15世紀
後半以降に城郭化すると見られることから,他の城跡と同様の傾向が現れているとも考えられる。小林城
跡は,カ ヮラケ・土器橋鉢が多く,瀬戸美濃はやや碗が多い。なお,荒久遺跡の瀬戸・美濃製品と土器に
「その他」が多いことは,報告書では細片については不明としているものが多いためであるが,次の後Ⅳ
期新段階のものが多く占めるようである。

Ⅲ期中心の遺跡 染付皿が入ることが大きな特徴である。また,常滑窯片口鉢が少量になる代わりに瀬
戸・美濃窯の指鉢が皿と共に増加する。対象遺跡がいずれも城跡であることからか,カ ヮラケは多い。城
郭 。領主の規模の違いは,遺物量と産地・器種の多さとして,笹子城跡が北ノ作遺跡を大きく上回る。
Ⅳ期まで続く遺跡 生実城跡は,笹子城跡の器種組成と同様の傾向を示すが,内耳土鍋が多い。一宮城
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中世房総における陶磁器類の流通・消費動向
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中世房総における陶磁器類の流通 。消費動向

跡は,瀬戸・美濃窯が少量である代わりに自磁 。染付皿が多い。中馬場遺跡は多くの産地・器種があるが,

貿易陶磁は少なく,土製内耳鍋・揺鉢が多い傾向である。

4.遺 跡 の性格 。地域 に よる組成等

第 2章で各遺跡の概要を記し,第 3章で種類・産地別,編年別,器種の組成を概観したが,本章で遺跡
の性格,地域の差異,編年の問題について概観してまとめとしたい。

(1)遺跡の性格による差異

城館跡 下ノ坊遺跡,篠本城跡,小林城跡,笹子城跡,北 ノ作遺跡,生実城跡,一宮城跡,中馬場遺跡
の一部 (屋敷跡)が該当する。まず,特 に戦国期城跡は100m2ぁ たりの出土量が20点～40点 と多い。産
地・種類では貿易陶磁器,カ ワラケが多い傾向である。また,本稿では分析対象外である木更津市真里谷

城跡,酒々井町本佐倉城跡,酒々井町本佐倉大堀遺跡 (本佐倉城落城後佐倉城普請の間の大堀館に推定さ

れる)等も含めて,鎌倉期の貿易陶磁や古瀬戸前 。中期の当時の骨董品が少量見え,威信財 むつと考えら
れる。また,カ ヮラケは,小林城跡の地下式坑半埋没時に大量に投げ込まれた例や本佐倉城跡Ⅱ郭の妙見
社跡でも明らかな様に儀式の器としての存在が確認できる。

城 。館 。寺院・街道等に付随する集落 山谷遺跡,荒久遺跡,生実城跡等の宿,中馬場遺跡が該当する
が,篠本城跡も城郭化した屋敷群であり集落跡ともいえる。100m2ぁ たりの出土量は10点前後である。い

ずれも城館跡に較べて長期に亘る遺跡が多い。

農村 外箕輪遺跡,芝野遺跡が該当する。調査面積が少ないこともあるが,100ざあたりの出土量は 2
～ 3点 と少量である。いずれも中世前期の東京湾側であるが,貿易陶磁器,特に青磁蓮弁文碗が割合とし
ては予想外に農村にまで普及していることが確認できる。しかし,沖積地の村は15世紀後半以降は全国的
にも見えなくなることから,こ の時期から急増する城郭域に取 り込まれた 幅),或いは街道沿い °9や台地
上に集村化し近世集落へ連続したことが推測されている。

(2)地域差

千葉県北部 柏市中馬場遺跡,印西市小林城跡が該当する。土器橘鉢,内耳土鍋等の土器が多い傾向が
ある。武蔵国・常陸国地域の影響が強い可能性が考えられ,北関東 (内陸)的様相に近い。なお,土器橋
鉢に常滑片口鉢や瀬戸・美濃橘鉢の模倣品が見られることからも,常滑や瀬戸・美濃製品を補完する役割
を果たしたものと考えられる。

千葉県中央部 四街道市北ノ作遺跡,千葉市生実城跡,光町篠本城跡が該当する。北部同様であるが ,
中馬場遺跡,小林城跡に比較するとやや減少する傾向と言える。なお,篠本城跡や一宮城跡は外房 (太平
洋側)の流通からも考える必要があり,今後夷隅・安房地区の遺跡のデータを追加したい。
千葉県南部 袖ケ浦市山谷遺跡・荒久遺跡,木更津市芝野遺跡 。笹子城跡,君津市外箕輪遺跡,鋸南町
下ノ坊遺跡と調査例の多さからたまたま東京湾沿いである。土器橘鉢,内耳鍋等は千葉県北部では15世紀
以降に登場するが,当地域で該当する遺跡でもこれらの出土例は極めて少量である。その代わりか瀬戸 。

―-406-―
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美濃,常滑が多いだけでなく,その他の国内窯でも渥美,知多,備前,東播系等が少量ながら見られる。

中世前期では鎌倉の御家人や寺院との交流が深く,中世を通じて物流が多かったと想像できる江戸湾側に

位置する所以であろう。

(3)編年に関する問題

貿易陶磁器 西日本に比較して出土量も器種も少ないが,同一遺跡の瀬戸・美濃窯や常滑編年と比較す

ると,特に15世紀から16世紀の染付や自磁の搬入が若千遅いように見える。例えば15世紀後半から16世紀

前葉が中心とされる白磁皿C群は,瀬戸・美濃編年では同時期 (古瀬戸後期Ⅳ期新～大窯 1)中心の笹子

城跡では少なく,瀬戸・美濃大窯 2・ 3期 (16世紀中葉中心)の一宮城跡では瀬戸・美濃窯皿を大きく凌

駕する。

瀬戸・美濃窯 古瀬戸後期Ⅳ期新段階 (15世紀後半)の出土量の多さは,全国的な築城ラッシユという

需要に対応した生産・流通の拡大によるものと想像できる。その後の大窯 2期 (1530年～1560年 頃)・ 3

期 (1560年 ～1590年 頃)。 4期 (1590年 ～1610年頃)の遺物量減少については,八王子城跡や騎西城跡

(3期中心)等一部の例外を除けば東国全般で同様な傾向があり,特 に16世紀末期の織部焼等,安土・桃

山文化を代表する製品は畿内の織豊系城下町等へ供給されたと見られている。つまり,出土量の少なさを

もって前代で遺跡のビークを過ぎたと判断するのは早計であり,再検討が必要である。

常滑窯 中世後期は,窯の調査例が少なく調理 。貯蔵具であること等で,瀬戸・美濃窯の様な細かな変

化は少ないこと等もあって50年単位の編年であるが,恐 らく実態は消費地の傾向では同時に搬入される瀬

戸・美濃製品の画期に関係して,例えば15世紀後半とされる10型式の製品が多い等,各型式の搬入量は一

定ではないことが考えられる。さらに,例えば片口鉢の 7型式から9型式の判断や,大甕の10型式と11型

式の中間形態と考えられる段階が存在することで,報告書担当者により若干のずれがあること等の問題が

ある。今後,一つの消費地としての千葉県内出土例から考えられる編年観は別稿で示すことにしたい。

在地土器 千葉県内の在地土器編年は近年各地域で検討が進行中である・ °が,ま だ固まった状況とは

言えない。三国に分かれていること,流通経路が大きくは東京湾,太平洋,現利根川流域 (旧鬼怒川水系)

と分かれていること,領主の領域の著しい変化等による地域性が強いことがその要因と考えられるが,今

後共,陶磁器の組成とその絶対年代とを合わせた地道な集成が必要であろう。

5。 おわりに

1990年代以降,中世陶磁器の産地・種類・編年別の破片数或いは個体数のカウントによる組成比較が

重要な方法となり,実波1図 。写真等が報告書非掲載の資料についても集計が掲載されつつある。古代の土

器・須恵器等についても,図上復元できるもの以外は掲載されることが少ないが,近年破片数全集計の手

法が取 り入れられつつある・
D。 一方で,出土品の膨大な量の増加と収蔵施設の不足から,報告書掲載資

料を基準とした分類基準が作られた訳である。基準自体は必要ではあるが,報告書掲載外の資料を見たい

という要望があった例がないという誤解もあったようである。しかし,自明のこととして,遺物の編年研

究等の進展により,従来判断しえなかった資料が明らかとなることが多い。例えば,中世前期の還元焼成
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された常滑片口鉢等は須恵器と判断されていた例は多く,千葉県内では出土例が少ないとされている山茶

碗についても,今後は検討していく必要があろう。

本稿は,(財)千葉県文化財センターの調査遺跡中心に組成を集計し,その概要を記したに過ぎないが,
千葉県立房総のむら風土記の丘資料館で平成16年秋開催した企画展『中世房総やきもの市場』準備の途中

経過でもあった。企画展では,具体的数値を提示していないが,真里谷城跡,本佐倉城跡,八王子城跡の

データを加えているので,図録 4_91と 合わせて見ていただければ幸いである。

(2004年 7月  原稿提出)
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